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【１】 学級の概要 

１ 学校名 日野市立日野第五小学校 

       日野市多摩平６－２１－１（電話０４２－５８１－０４０７） 

 

２ 学級名 病弱児学級「さやか学級」 

       日野市多摩平４－３－１日野市立病院内（電話０４２－５８６－９６００） 

 

３ 開 設 昭和５０（１９７５）年４月１日 

 

４ 開設の経過 

「入院中の子どもたちが勉強をできないものか・・・」と、小児科の医師と看護師の

要望を市・都が受け、昭和５０年４月に東京で３番目の病院内学級ができました。本学

級は、日野市立病院に入院中の学童（小学生中心）の学習支援、及び生活面での相談対

応を行っています。従前は、学籍を移した長期入院児（１か月以上）を対象にした学習

支援でした。保護者の要望に応えるよう、短期相談入級を始めています。 

 

５ 沿 革 

昭５０．４．１  日野市立総合病院内に日野市立日野第五小学校の訪問学級として

１学級開設。 

昭５０．４．２８ 日野市立総合病院内にて開級式を行う。 

昭５２．４．２０ 病院裏にプレハブ校舎完成。 

昭５３．１．８  「さやか学級」と名付ける。 

昭５５．９．８  病院改築のため、仮教室へ移る。 

昭５６．４．１  訪問学級より、心障学級（病弱児学級）となる。 

昭５６．９    新教室に移る。 

平１．      新教室建築工事着工 

平２．４     新教室完成 

平５．４     文部省院内学級調査研究協力校となる。 

平６．１１    文部省院内学級調査協力校発表。 

平１４．６    新病院完成に伴い新教室へ移る。 

平１８．４    ４階仮教室から３階会議室を仮使用。担当１名に。 

平２０．４    ３階会議室から、さやか職員室が教室兼職員室に統合。 

平２７．４    地下２階に教室兼職員室を移動。 

 

６ 職員構成  校長 石川 誠   主任教諭 藤井 朋香 

 

 

 

 



【２】 教育計画 

１ 教育目標 

本校の教育目標の実現を踏まえ、入院治療を必要とする児童が単調になりがち

な病院生活において、生活リズムを整え、希望をもって病気やけがの治療にあたる

ための精神的な支え、励みの一助となることを願い、さやか学級の教育目標を次の

ように設定する。 

・自分の体の状態を知り、安全で健康な生活を送ることができる子 

・自分に合った計画を立て、すすんで学習に取り組むことができる子 

・周りの人たちとのかかわりを大切にし、思いやりのある心を育む子 

 

２ 基本方針 

特別支援教育の充実を図り、個のニーズに応じた教育や支援ができるようにすると

ともに、児童一人一人に身体の状態を気付かせ、すすんで健康の回復、改善を図ろう

とする意欲と態度を育てる。 

ア 医療機関、保護者、前籍校等と連携を取りながら、児童の状況とその指導に対

する共通理解を図り、児童や保護者の復学への不安を軽減する。 

イ 児童が自らの心身の健康回復を目指そうとする気持ちを高める。 

ウ 児童の状況とその指導に対する共通理解を図るため、前籍校と連携を図り、児

童が退院後、円滑に学校生活が送れるように支援計画を作成する。 

エ 児童の個別指導計画を作成し、指導形態を工夫しながら、ベッドサイド学習や

教室学習、オンライン学習など実態に合わせた指導を行う。 

オ 児童相互、医療関係者など、様々な人々とのつながりや交流を通して自主性や

協調性を育む。 

カ 自己肯定感や自己有用感を高め、自他を尊重する精神や思いやりの心を培う。 

 

【３】入級の形態 

・入級対象児 小学校に在籍し、日野市立病院に外来・入院加療中で、入級を希望し、 

担当医師の許可のある児童 

    

〇学籍異動入級 

     ・退院までの期間が中・長期（３週間以上）にわたる見込みの児童が対象。 

     ・入院中は、日野第五小学校に転籍する。 

     ・児童の発達段階や病状に合わせて、計画的に学習をする。 

     ・学習内容は、保護者や前籍校の学級担任と連絡を取り計画する。 

   

  〇教育相談入級 

     ・退院までの期間が、短期間（３週間未満）の見込みの児童が対象。 

     ・学習内容は、保護者や在籍校の学級担任と連絡を取り計画する。 

     ・出席の扱いについては、在籍校の学校長の判断に委ねる。 



【４】指導開始までの流れ 

（１）学籍異動入級（①➡②➡③➡④➡⑤） 

（２）教育相談入級（①➡②➡⑤） 

 

   ①保護者が、病院に利用希望の申請をする。 

②病院が、さやか学級担任に報告する。（学校長の承認を得る） 

③保護者が、市教委及び学校（在籍校・第五小）と転出・転入の手続きをする。 

   ④さやか学級担任が、市教委（学校課・発達教育支援課）に関係書類を提出する。 

⑤さやか学級担任が、指導計画に基づき指導を開始する。 

 

 

 

【５】指導計画 

（１）時程（例） 

朝の会   ９：２０～ ９：２５ 

１     ９：２５～１０：１０ 

２    １０：２０～１１：０５ 

３    １１：１０～１１：５５ 

昼休み  １２：００～１３：３０ 

４    １３：３０～１４：１５ 

５    １４：２０～１５：０５ 

帰りの会 １５：０５～１５：１５ 

 

（２）指導内容 

    ①各教科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動、自立活動 

※病気やけがの治療が第一であるので、指導の時間、各教科、外国語活動、総

合的な学習の時間、特別活動、自立活動の範囲等については、常時、医師や

看護師と密接な連絡を取り、個人の状況に応じて配慮する。 

     ②教育相談 

 

【６】担当より 

さやか学級は、入院している子供たちの学習を保障するだけでなく、入院している子

供たちの不安や寂しさを和らげ、学習できる楽しさ、分かる楽しさ、認められる喜びを

味わうことができるような指導をしています。子供たちが、さやか学級で学べてよかっ

たと思えるような学級を目指します。 

令和７年度 担当 日野市立日野第五小学校 主任教諭 藤井朋香 


